
DAFS 景況感アンケート（2025 年 12 月） 

                                （ポイント：％） 

【概況】 
  12 月時点で受注はマイナス幅が 9 月と比較して大きく減少。先行はプラス

幅が拡大。 

 在庫は 9 月に比べて若干増加。先行は在庫が大きく減少。 

【アンケートご回答各社コメント】 

・客先の在庫がまだ多いようです。 

・特定コンシューマ分野は好調を維持しているが、今後マーケットの変化を注視。 

 産業は、コロナ前に届かないが底を打った感がある。 

・日本国内の景気は、特に良くなっている感覚はないが、World Wide AI 需要の成長により、部品が

ひっ迫し、各顧客パニック的に先行手配に走っている状況。 

・12 月に入り、ようやく産機市場も動き出してきたイメージですが、まだはっきりとは分からないので、

継続して様子を見てみたいと思います。 

 

【調査要項】 
   １．実施期間：2025 年 12 月 4 日～12 月 16 日 

  ２．調査対象：DAFS 会員（正会員、賛助会員） 

  ３．回 答 数：24 社（回収率 58.5％） 

  ４．調査方法：会員向けメールにて依頼、Web 回答 

  ５．分析方法：DI（Diffusion Index） 

    受注 DI 値（12 月）＝（良い／やや良い）－（やや悪い／悪い） 

    受注 DI 値（先行）＝（上昇）－（下降） 

    在庫 DI 値（12 月）＝（過剰／過剰気味）－（やや不足／不足） 

    在庫 DI 値（先行）＝（過剰）－（不足）    以 上 

 
2024 年 

12 月 

2025 年 

3 月 

 

6 月 

 

9 月 

 

12 月 

先行 
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受注 △55 △47 △50 △54 △13 11 29 

在庫 65 70 57 64 67 21 4 


